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第3回庁内会議議事案

議事項目 概要

１．第２回有識者会議意見振り返り ・主要意見と対応方針

２．各種アンケート調査結果概要
・高校生アンケート調査
・（外国人雇用）企業ヒアリング調査
・大学生アンケート調査（進捗報告）

３．人口ビジョンについて ・人口ビジョンの見直し方針と想定シナリオ

４．第２回有識者会議踏まえた人口ビジョン骨子及び後期基本計画
の重要視点

・改訂版人口ビジョン及び後期基本計画の重要視点
（幸福度等）からの重要事項の整理

５．後期基本計画施策体系案及び重要プロジェクト・各施策方針に
おける主要施策案

・後期基本計画の施策体系及び重要プロジェクト
・主要施策案の協議

６．横断プロジェクトロジックモデル案構築イメージ
・人口減少抑制策（子育て世代の転出抑制、若年層
の転入促進、未婚率の低減等）に関するロジック
モデル案のイメージ

７．計画策定全体スケジュール
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１ 第2回有識者会議 主な意見と対応方針

主要意見

今後の対応方針

テーマ 内容

人口減少の
現状認識と
課題の把握

• 出生数の減少は顕著であり、外部からの転入によ
る人口増をいかに実現するかが鍵

• 未婚率推移を踏まえ、特に転出が著しい年代層の
女性の転出要因を分析して手を打つ必要有り

• 市内で働くものの、市外に居住する層の声を聞く
ことで、転出の背景を把握できるのでは

• 地元で生まれた方、特に女性が希望する職種があ
るのかどうかの把握が必要

• 若年層・特に女性の転出抑制に向け、女性が活躍
できる職場環境整備と雇用機会の創出

• 転出・市外居住者を対象とした追跡調査・ヒアリ
ングを実施し、転出理由、Uターン阻害要因を具
体的に把握する

総合計画に
おける
重要視点

• 幸福度向上も重要だが、まずはコストを抑えた取
り組みや優先順位付けが求められる

• 就業先があっても「精神的な安心・生活のしやす
さ」が伴わなければ定着は難しい

• 高梁市ならではのライフスタイル（結婚～出産・
育児・仕事の循環モデル）を提示できると良い

• 「人口減少を前提とした計画」と「人口を減らさ
ないための計画」双方が必要

• 計画において、優先順位として、人口減少抑制へ
の寄与が大きい若年層や女性に重点を置く

• 「高梁でどんな生き方ができるか」を示すライフ
デザイン型の施策提案（例：結婚・出産・子育て
支援一体型施策）を検討する

• 人口減少を抑制する取組と適応する取組の両軸で
計画を設計する

実効性ある
調査と市民
意識の醸成

• 正しく施策を打つために、アンケートの取り方に
工夫が必要

• 市の人口減少が進む現状をもっとオープンにして、
人口が1万人になった場合どのような影響がある
のか等、市民全体の危機感と当事者意識を高める
ことが重要

• 統計的な妥当性を確保できる水準の回答数を得る
ため、調査・アンケートの実施方法について工夫
を行い、その手法の見直しを図る

• 若年層、転出層との接点づくりを行う
• 人口減少の現状と影響を視覚的・定量的に市民へ
共有し、まちの将来像を「自分ごと化」できる情
報発信を推進する
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２各種アンケート調査概要

4

項目 調査概要

高校生アンケート

【目的】将来を担う高校生が捉える高梁市の現状や課題の把握
【対象者】市内4校（高梁高校、高梁城南高校、報告學舎高校、宇治高校
※定時制高校除く）の全学年、866名

【回答数（回答率）】625（72.2%）
【主な設問】基本属性、地域への愛着、進路意向、居住意向、市との関わり意向

大学生アンケート

【目的】市内定着（就職）を促進するためのニーズや障壁の明確化
【対象者】吉備国際大学高梁キャンパス（社会科学部、看護学部、アニメーション
学部、人間科学部、保健医療福祉部、心理学部）の全学年、807名（留学生除く）
※保健医療福祉部、心理学部は学部再編前の学部になるが、改編前入学の学生は当該学部に所属）

【回答数（回答率）】 198（24.5％）※10月24日時点
【主な設問】基本属性、地域への愛着、就職意向、居住意向、市との関わり意向

外国人ヒアリング

【目的】外国人が地域住民として安心して暮らし、地域の担い手として活躍
できるまちを目指すうえでの課題やニーズの把握

【対象企業】武田鋳造(株)、マイコー(株)、(特養)まごころの里備中、日軽形材(株)
【対象者数、属性（国籍・年代）】11名
（国籍）インドネシア：6名、ミャンマー：2名、ベトナム：3名
（在留資格）技能実習：3名、特定技能：8名

【主な設問】地域への愛着、居住意向、地域との関わり意向

後期基本計画及び次期総合戦略策定に向けて、人口減少対策や情勢の変化（外国人労働者の増加）を踏まえた
施策立案に向け、下記の調査を実施（調査結果については別紙参照）

調査結果は別紙参照



3 人口ビジョン将来人口推計 見直し方針
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趨勢人口（このまま何もしなければ）の長期推計を提示した上で、高梁市として目指す状態を見据え、その実
現に向けた人口シミュレーションのシナリオを提示します。

【現状】
・急激な人口減少に加え、年少人口が少なく、今後その割合がより
一層減少することが予想されます。
⇒今の地域社会の機能の維持が困難になることが見込まれます。

【目指す状態】
・高梁市総合計画の都市像である「健幸都市たかはし」が
打ち出すように、「住民が健康で安心して暮らせるだけでなく、
生きがいを持ち、地域への愛着や誇りを感じながら心豊かに生活
できるまち」を実現したいと考えています。
⇒将来にわたり地域社会を支える人のつながりと活力が維持され
ることが不可欠です。

⇒人口ビジョンにおいては、年齢や男女の構成が偏ることなく
持続可能な人口バランスを保つことを重視します。

⇒出生率向上＋社会増（特に若年女性と若年層(20代)）が重要
であり、当該層の増加を見込んだシナリオを設定
⇒後期基本計画の施策体系にも反映

（人）



３－1.  長期人口ビジョンシミュレーション
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（人）

⇦現在の人口ビジョン

高梁市人口シミュレーション

⇦趨勢人口

⇦新たな人口ビジョン想定シナリオ



見直し後の人口ビジョンにおいては、出生率向上＋若年女性人口の社会増＋若年層の社会増を組み合わせたシ
ナリオを適用する想定

３－2.  長期人口ビジョンシナリオ設定
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項目 設定方法 狙い

出生率向上

・出生率は県に従い、2050年に出生率1.8、
2060年2.07に到達するように設定

※0～4歳人口
2050年時点で107人増（趨勢人口249人⇒356人）
2060年時点で124人増（趨勢人口177人⇒301人）

・県の同じ水準の出生率を目指す
・人口が急激に減少する中で、社会増だけ
ではなく、自然増を目指す（前提）

若年女性人口
の社会増

・シナリオ１の出生率向上に加え、
女性の出産年齢人口(20~44歳)の純移動率を改善した場合
の推計を実施
⇒2025年以降、5歳階ごとに5％改善

（例：2050年時点）
20~24歳：43人改善（趨勢人口230人⇒273人に改善）
25~29歳：21人改善（趨勢人口138人⇒159人に改善）
30~34歳：41人改善（趨勢人口197人⇒238人に改善）
35~39歳：64人改善（趨勢人口234人⇒298人に改善）
40~44歳：80人改善（趨勢人口236人⇒316人に改善）

・市内に定着又は転入する結婚/出産を考える
年齢層の女性増すことで、間接的ではあるが、
市全体での未婚率の低下、出生率の向上に繋
げる

若年層の
社会増

・シナリオ１の出生率向上に加え、20代の男女の人口移動に
関して、転出超過が縮小し、改善していくことを前提と
した場合の推計を実施
⇒2025年以降、20~24歳で10％、25～29歳で5%改善

（例：2050年時点）
男性 20~24歳：64人改善（趨勢人口303人⇒367人に改善）

25~29歳：36人改善（趨勢人口202人⇒238人に改善）
女性 20~24歳：53人改善（趨勢人口230人⇒283人に改善）

25~29歳：29人改善（趨勢人口138人⇒167人に改善）

・若年世代の定着、若しくは転入を図り、生産
年齢人口且つ子育て世代になりう若年世代を
増やす
⇒市内の大学生の市内定着促進を強化する

シナリオ１、２、３を組み合わせて推計を実施（純移動率の最大値を採用）
⇒人口ビジョン



趨勢人口、また見直し後の人口ビジョン想定シナリオにおける2060年、2100年時点人口ピラミッド
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３－3.  人口ピラミッド

見直し後の人口ビジョン想定シナリオ（2100年）

見直し後の人口ビジョン想定シナリオ（2060年）

趨勢人口（2100年）

趨勢人口（2060年）

趨勢人口と比較して見
直し後の人口ビジョン
想定シナリオでは、
年齢層別の人口分布お
よび男女比の観点から
安定した人口構造にな
っています。

（人）

（人）
（人）

（人）



9
４後期基本計画・次期総合戦略の重点ポイント

国の動向（地方創生2.0）

人口減少の抑制（人口ビジョン）
・若年者（20歳代）の転出抑制
・子育て世代女性の転入促進・転出抑制
・出生数の増加（未婚率の低減）

人口減少下での幸福度の高いまちづくり
・多様な働き方の実現
・住環境の充実 等

厳しい財政状況下での
まちづくり推進

《後期基本計画・次期総合戦略のポイント》
●“ひと“中心のスタンス
●人口減少に向かう中、市民が健康で幸せに暮らし続けるために、あらゆる分野で人口減少の抑制と
ともに、市民の幸福感の向上に寄与する施策に取り組む。

横断的プロジェクトとして、人口減少対策・幸福度向上に関する施策の位置付け

“ひと“中心、市民及び市外からの
参画を活かすまちづくり

選択と集中
メリハリの効いた施策体系

9



10
４後期基本計画・次期総合戦略の重点ポイント
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○ 幸福度の向上を目指すうえで

慶応大学 前野隆司氏が提唱する「幸せの4つの因子」
幸福感を高めるための具体的な行動について示唆。

1. やってみよう因子（自己実現と成長）
自分自身の目標や夢に向かって挑戦することで、
自己実現と成長を促すもの。
主体性を持って行動することで幸福感を高める。

2. ありがとう因子（つながりと感謝）
他者とのつながりや感謝の気持ちを大切にすること。
多様なつながりや、利他性（他人のために貢献したい
気持ち）が強い人ほど幸福につながる。

3. なんとかなる因子（楽観性と柔軟性）
困難な状況でも楽観的かつ前向きに捉える力。
ストレスへの対処能力だけでなく、新しい挑戦への意
欲も高めるのです。幸福感とチャレンジ精神を育む重
要な要素。

4. ありのままに因子（独立性と自分らしさ）
自分らしく生きることや独立性を尊重する姿勢を指す。
他人との比較ではなく、自分自身の価値観に従いな
がら生きることで幸福感が高まる。

「幸せの４つの因子」

・自分の幸せ
・まわりの人の幸せ
・生活への満足

地域の幸福（Well-

Being）
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・前期基本計画の構成

健
幸
都
市
た
か
は
し

“
つ
な
が
り
”
か
ら
創
る
心
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り

4. たくましく豊かな心を未
来へつなぐ学びのまち

【教育・文化・
スポーツ・共生社会】

3. 心のつながりを大切に支
え合い助け合う安心のまち

【健康・福祉】

2. 美しい自然環境と快適な
生活基盤が調和した安心・

安全のまち
【環境・社会基盤】

5. 多様な主体との連携・協
働と移住・定住の促進によ

る持続可能なまち
【協働・行政運営】

（１）自然を守り環境にやさしいまちづくりを進めます【環境保全】
（２）安心・安全なまちづくりを進めます【防犯・交通安全】
（３）都市機能の維持と快適な住環境の整備を進めます

【宅地・空き家・インフラ】

（１）心身ともにたくましい子どもが育つ学校教育を進めます【教育】
（２）生涯学習の機会を広げ文化・スポーツの振興を図ります

【生涯学習・文化・スポーツ】
（３）人権を大切にする共生のまちづくりを進めます【人権・多文化】

（１）市民が主役のまちづくりを進めます【協働・公聴】
（２）産学官民連携のまちづくりを進めます【学園文化】
（３）持続可能な行財政運営を行います【行政経営】

（１）健康で心豊かに暮らせる環境を整えます【健康・地域医療】
（２）安心して子どもが生まれ育つことができる環境を整えます

【子育て】
（３）みんなで支え合い助け合う地域福祉活動を進めます

【地域福祉・高齢者】

横断的政策

（１）地域産業の振興と安心して働ける環境づくりを進めます
【農業・商工業】

（２）賑わいあるまちづくりを進めます【観光】

政策

1.地域産業・地域資源を
活かした活力あるまち

【産業・雇用】

基本方針基本理念都市像

５ 後期基本計画 施策体系

①
人
口
減
少
対
策
に
取
り
組
み
ま
す

②
災
害
に
強
い
ま
ち
を
作
り
ま
す

③
未
来
革
新
技
術
を
活
用
し
ま
す



政策基本方針
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【案1】 横断的施策は廃止。防災を基本方針２へ、定住・関係人口とデジタル化を基本方針５へ統合。「人口減少抑制策」と
「幸福度の向上」を「重点目標」に位置づけ。（横断プロジェクトの施策は後述）
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心
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ま
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づ
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2.美しい自然環境と快適な
生活基盤が調和した
安心・安全なまち
【環境・社会基盤・

防災】

1.地域産業・地域資源を
活かした活力あるまち

【産業・雇用】

4.たくましく豊かな心を未
来へつなぐ学びのまち

【教育・文化・
スポーツ・共生社会】

5.多様な主体との連携・協
働と移住・定住の促進によ

る持続可能なまち
【移住定住・協働・

行政運営】

（１）心身ともにたくましい子どもが育つ学校教育を進めます
【教育】

（２）生涯学習の機会を広げ文化・スポーツの振興を図ります
【生涯学習・文化・スポーツ】

（３）人権を大切にする共生のまつちづくりを進めます
【人権・多文化】

（１）自然を守り環境にやさしいまちづくりを進めます【環境保全】
（２）安心安全なまちづくりを進めます 【防犯・交通安全・防災】
（３）都市機能の維持と快適な住環境の整備を進めます

【宅地・空き家・生活交通・インフラ】

（１）移住・定住や関係人口の拡大を進めます 【定住・関係人口】
（２）市民が主役のまちづくりを進めます 【協働・公聴】
（３）産学官民連携のまちちづくりを進めます 【学園文化】
（４）持続可能な行財政運営を行います 【行政経営・デジタル化】

（１）地域産業の振興と安心して働ける環境づくりを進めます
【農業・商工業】

（２）観光交流人口を拡大し賑わいあるまちづくりを進めます
【観光】

重点目標

（１）安心して子どもが生まれ育つことができる環境を整えます
【子育て】

（２）健康で心豊かに暮らせる環境を整えます【健康・地域医療】
（３）みんなで支え合い助け合う地域福祉活動を進めます

【地域福祉・高齢者】

3.心のつながりを大切に支
え合い助け合う安心のまち
【子育て・健康・福祉】

５ 後期基本計画 施策体系

だ
れ
も
が
し
あ
わ
せ
を
感
じ
ら
れ
る
暮
ら
し
を
つ
く
る

幸
福
度
の
向
上
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【
】

基本理念都市像
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魅
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る
ま
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人
口
減
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克
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【
】



政策基本方針
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【案２】横断的施策は廃止。防災を基本方針４へ、定住・関係人口とデジタル化を基本方針５へ統合「人口減少抑制策」と
「幸福度の向上」を重点目標位置づけ。健康・福祉・教育に関する基本方針を上位に位置付け。
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り

4.美しい自然環境と快適な
生活基盤が調和した
安心・安全なまち
【環境・社会基盤・

防災】

3.地域産業・地域資源を活
かした活力あるまち
【産業・雇用】

2.たくましく豊かな心を未
来へつなぐ学びのまち

【教育・文化・
スポーツ・共生社会】

5.多様な主体との連携・
協働と移住・定住の
促進による持続可能

なまち
【移住定住・協働・

行財政運営】

（１）心身ともにたくましい子どもが育つ学校教育を進めます
【教育】

（２）生涯学習の機会を広げ文化・スポーツの振興を図ります
【生涯学習・文化・スポーツ】

（３）人権を大切にする共生のまつちづくりを進めます
【人権・多文化】

（１）自然を守り環境にやさしいまちづくりを進めます【環境保全】
（２）安心安全なまちづくりを進めます 【防犯・交通安全・防災】
（３）都市機能の維持と快適な住環境の整備を進めます

【宅地・空き家・生活交通・インフラ】

（１）移住・定住や関係人口の拡大を進めます 【定住・関係人口】
（２）市民が主役のまちづくりを進めます 【協働・公聴】
（３）産学官民連携のまちちづくりを進めます 【学園文化】
（４）持続可能な行財政運営を行います 【行政経営・デジタル化】

（１）地域産業の振興と安心して働ける環境づくりを進めます
【農業・商工業】

（２）観光交流人口を拡大し賑わいあるまちづくりを進めます
【観光】

（１）安心して子どもが生まれ育つことができる環境を整えます
【子育て】

（２）健康で心豊かに暮らせる環境を整えます【健康・地域医療】
（３）みんなで支え合い助け合う地域福祉活動を進めます

【地域福祉・高齢者】

１.心のつながりを大切に
支え合い助け合う

安心のまち
【子育て・健康・福祉】

５ 後期基本計画 施策体系

だ
れ
も
が
し
あ
わ
せ
を
感
じ
ら
れ
る
暮
ら
し
を
つ
く
る

幸
福
度
の
向
上

、

【
】

【
】

基本理念都市像 重点目標

人
が
集
ま
り

魅
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
を
つ
く
る

人
口
減
少
の
克
服

【
】



政策基本方針
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【案３】横断的施策は廃止。「人口減少抑制策」と「幸福度の向上」を、重点目標位置づけ。
基本方針を「なりわいづくり」、「ひとづくり」、「まちづくり」の３つに整理。

健
幸
都
市
た
か
は
し

“
つ
な
が
り
”
か
ら
創
る
心
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り ３.まちづくり

≪安全で快適、持続可能
なまちの基盤をつくる≫

２.ひとづくり
≪未来を担う人を育て、
安心して暮らせる環境を

つくる≫

1.なりわいづくり
≪地域で働き、稼ぎ、循
環する経済をつくる≫

（１）産業と雇用を支えるまち
・農林業・中小企業の支援 ・観光・地域ブランドの強化
・企業誘致・地域産業の担い手育成

（２）誇りと魅力を発信するまち
・文化・観光・交流の振興
・高梁ブランドの確立、地域資源の磨き上げ

（１）環境と社会基盤を守るまち
・道路・上下水道など生活インフラの維持管理
・脱炭素化、自然との共生環境保全

（２）強靭で安全なまちづくり
・防災・減災、気候変動対策
・地域防災力の向上

（３）みんなで創るスマート自治体
・行政DX、データ活用、業務改革
・地域・市民・企業との協働推進

（１）ひとが育ち、未来をつくるまち
・人口減少対策・移住定住促進
・子育て支援、教育の充実（学校・地域・大学連携）

（２）健康で安心して暮らせるまち
・医療・福祉・介護体制の充実
・健康寿命の延伸、地域包括ケアの推進観光

重点目標

５ 後期基本計画 施策体系

【産業・雇用・地域経済】

【教育・福祉・子育て・健康】

【環境・防災・行政運営】

人
が
集
ま
り

魅
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
を
つ
く
る

人
口
減
少
の
克
服

だ
れ
も
が
し
あ
わ
せ
を
感
じ
ら
れ
る
暮
ら
し
を
つ
く
る

幸
福
度
の
向
上

、

【
】

【
】

基本理念都市像
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・後期基本計画においては、各基本方針にまたがる取り組みとして「人口減少抑制策」と「幸福度の向上」を横断目標として
位置付けます。また、各プロジェクトに紐づく「重点施策」は以下を想定しています。

５ 後期基本計画 施策体系

重点施策案

●安心して子育てできる環境づくり
●出会い・結婚の希望をかなえる
●シティプロモーションの強化
●移住・関係人口の促進
●女性・若年世代を中心とした多様な働き方の実現
●若年層の郷土愛醸成、地域内就職の促進

重点施策案

●若者が挑戦・学び続けられる環境づくり
●質の高い都市環境・住環境の整備
●心も体も健やかに過ごせる環境づくり
●世代を超えた地域交流・支え合いの促進
●自然、歴史資産の保全・文化の継承
●多様性を認め、互いに尊重できる社会の実現

人が集まり、魅力あふれるまちをつくる【人口減少の克服】

重点目標①

だれもがしあわせを感じられる暮らしをつくる【幸福度の向上】

重点目標②

※幸福度に関する分析結果から見えた、個人の幸福度に影響を与える
因子を基に施策案を検討

重点目標（詳細）
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人口シミュレーションにおけるシナリオ設定で、転入促進・転出抑制のターゲットとなるのは「20代の男女」「出産年齢
人口（20-44歳）の女性」です。このターゲットにおいて、人口減少対策に関する施策を検討します。
※ただし「20代の男女」の転出を抑制するために10代後半からのアプローチが重要となるため、10代後半からを対象とした施策を検討。

6 重点施策の詳細検討のイメージ ー政策ターゲット設定によるロジックモデル構築ー

重点施策については、「人口減少の克服」「幸福度の向上」それぞれ、施策のターゲット及び得たい成果（指標）を明確に
した上で、現状・課題を踏まえた施策を各担当課と詳細協議・検討予定

《人口減少対策に関する重点施策のターゲット設定（若年層の転出抑制・転入促進、未婚率の低減）》
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重点施策： 若年女性の転入促進 認知～移住までのステップによる分類

• シティプロモーションの強化（SNSなどを通じた情報の発信、イベントの開催、地域活動への参加促進、ふるさと納税の強
化等）、観光の推進

• 市内外の人と高梁市が継続的に接点を持つ「ゆるやかな関係構築」プラットフォームの構築
• 住宅取得支援、お試し住宅や一時滞在拠点の整備・利用促進
• 魅力的な仕事とのマッチング、起業支援

ターゲット
の阻害要因
の解決策(案)

若年女性

高梁市出身者
(Uターン)

• 働きたい就職先や仕
事がない

• 地域活動に参加する
きっかけがなく、地
域への愛着が薄い

• 市外の人と結婚した
• 友人も多く市外に転
出してしまっている

• 交通や買い物の便が
悪い

• 家賃や土地が高い
• 他のまちに住んでみ
たい/都会に行きた
い

岡山県出身者
(Jターン)

• 働きたい就職先や仕
事がない

• 高梁市のことを知る
/関わる機会が今ま
でなかった

• 交通、買い物、通院
等が現居住地に比べ
て不便

• 家賃や土地が高い
• 移住先を探している
層に対して情報が行
き届いていない

その他移住希望者
(Iターン)

• 働きたい就職先や仕
事がない

• 高梁市のことを知る
/関わる機会が今ま
でなかった

• 交通、買い物、通院
等が現居住地に比べ
て不便

• 家賃や土地が高い
• 移住先を探している
層に対して情報が行
き届いていない

• 移住した場合の生活
のイメージがつかな
い

関係人口

• 継続的な繋がりを作
る仕組みや情報を届
ける手段を確立でき
ていない

• 地域活動やまちづく
りに関わるきっかけ
が少ない

• 訪問時の拠点(住
宅・一時滞在施設)
が整っていない

• 移動や滞在に係る経
費の負担が大きい/
支援がない

まだ高梁市を
知らない人

• 高梁を知る機会がな
い

• 関心のある観光地や
施設等がない

ターゲット
（大区分）

ターゲット
（小区分）

ターゲット
の阻害要因

（今後詳細検討）

ターゲットと実施施策の因果関係を担保

６ 重点施策の詳細検討のイメージ ー政策ターゲット設定によるロジックモデル構築ー

対応する施策
（既存＋新規）

※高梁市市民アンケート調査結果、若者意識調査、
転入転出実態調査、各種団体との意見交換等より



７全体スケジュール

業務区分

令和7年度

6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

1資料

収集・
現況分
析

基礎データの集計・分析

市民意見の収集（アンケート等）

2長期

人口ビ
ジョン
の見直
し

人口動向の把握と超長期人口推計

シナリオ分析

3 基本

計画案
の作成
支援

計画/戦略役割整理及び基本
骨格整理

4会議
の

運営支
援

市長懇談 ● ● ●

庁内会議 ● ● ● ●

まち・ひと・しごと有識者会議 ● ● ● ●

庁内若手意見交換 ① ② ③

各課協議 ● ●

議会全員協議会 ● ● ●

パブリックコメント

第2回

第2回

第3回 第4回

第1回 第4回

パブリック
コメント実施

第2回

前期計画・戦略の検証

既存アンケートに加えて、高校生、大学生アンケート、技能
実習生向けのグループヒアリングを実施・分析

人口動向の把握と将来推計を実施

将来推計や各種データ分析結果を踏ま
えたシナリオ分析を実施

基礎統計分析、前期計画・戦略振
り返り

第1回

第3回

第1回

概要説明

計画/戦略役割と骨子案
作成

基本計画素案作成
KPI設定

審議会・庁内会議を
踏まえて修正

横断プロジェクト
施策等の協議検討

18

施策詳細の協議検討
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